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研 究 主 題

意 欲 的 に コ ミ ュニ ケ ー シ ョンを 図 り、 自 己表 現 力 を 高 め る指 導 の工 夫

1主 題設定の理由

学 校 教 育 に お いて は、 これ か らの 社 会 の 著 しい変 化 に主 体 的 に対 応 し、 心 豊 か に た くま し く

生 き る人 間 の 育 成 が 求 め られ て い る。 この 要 請 に応 え る ため 、一 人 一 人 の 生 徒 が 主 体 的 に学 ん

で い く上 で必 要 な基 礎 的 ・基 本 的 な 内 容 を 確実 に身 に 付 け させ る と と もに、 生 徒 の 個 性 を 生 か

す教 育 と個 に応 じた指 導 の 充実 を 目指 す必 要 が あ る。

国 際 化 が 急 速 に進 展 す る現 在、 国 際社 会 に生 き るた め に必 要 な 資 質 を 養 う とい う視 点 か ら、

外 国 語 教 育 の 目標 と して、 「外 国 語 を 理 解 し、 外 国 語 で 表 現 す る能 力 の育 成 」、 「外 国 語 で 積 極

的 に コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを図 ろ う とす る態 度 の育 成 」 及 び 「言 語 や 文化 に対 す る関 心 を 深 め 、

国 際 理 解 の基 礎 を培 う」 の3っ が 設 定 さ れ て い る。 今 日の生 徒 に は、 これ か らの 国 際社 会 を よ

り よ く生 きて い く 「国 際 人 」 と して の資 質 の育 成 が 強 く望 ま れ る。 そ の た め に は、 我 が 国 の 文

化 や 外 国 の 文 化 へ の 理 解 を 通 して 積 極 的 に 自 己 を表現 し、 これ を他 に理解 させ よ うとす る意 欲 ・

態 度 を培 う こ とが 大 切 で あ る。

中学 校 の 英語 科 の指 導 に お いて は、 従 来 の 文 法 事 項 中 心 の 授 業 か ら 「聞 く」 「話 す 」 こ と を

中心 に、 「実 際 に使 え る英 語 」 を生 徒 一 人 一 人 が 身 に付 け る こ とが で き る よ う、 そ れ ぞ れ の 言

語 活 動 が これ ま で以 上 に 活発 に な され るよ う改 善 が 図 られ て い る。 生 徒 た ち は 自分 の思 って い

る こ と、 考 え て い る こ とを外 国 語 で 表現 した い とい う願 望 を も って い る。AETが 導 入 され て

い る現 在 、 生 徒 た ち は 自分 の英 語 がAETに 理 解 して も らえ るか ど うか 不安 を 抱 く一 方 、 実 際

に 自分 の話 した英 語 がAETに 理 解 して も らえ た と きの喜 び は、 生 徒 が主 体 的 に コ ミュ ニ ケ ー

シ ョ ンを 図 ろ うとす る意 欲 を高 め る原 動 力 とな る。

そ こで 、 本 部 会 で は標 記 の主 題 を設 定 し、3分 科 会 を設 け、 そ れ ぞ れ に お い て授 業 研 究 を 通

して 指 導 の 工 夫 ・改 善 を図 りなが ら研 究 を 進 め た。

第1分 科 会 で は リス ニ ング活 動 を 中 心 と し、 「コ ミュニ ケ ー シ ョ ン能 力 を 高 め る た め の 効 果

的 な リス ニ ング指 導 の 工 夫」 と い う小 主 題 を 設 定 した。 プ レ リス ニ ングを様 々な方 法 で提示 し、

生 徒 の 反 応 を 調 査 し理 解 の度 合 い や 、 そ の後 に続 く コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活 動 を工 夫 して 、 生 徒

の リスニ ン グに対 す る意 欲 ・関心 ・態度 の 変容 を探 り評 価 を 行 った。

第2分 科 会 で はSpeaking活 動 を 中心 に、rSpeakingに お け る 自 己表 現 力 を 高 め る指 導 の 工

夫 」 と い う小 主 題 を設 定 した。 生 徒 の興 味 を引 き、 継 続 的 に取 り組 め る教 材 の 開 発 と効 果 的 な

評 価 方 法 の工 夫 に取 り組 ん だ。 実 証 授 業 で は生 徒 の欲 求 を満 た す よ うな状 況 を 設定 し、 生 徒 は

自分 の 考 え て い る こ とを 主 体 的 に伝 え られ る活 動 が で きる よ う研 究 を進 め た。

第3分 科 会 で は ラ イ テ ィ ング活 動 を中 心 と し、 「writingを 通 して、 自 己表 現 力 を高 め る指 導

の 工 夫」 と い う小 主 題 を 設 定 した。 生 徒 が 意 欲 的 に取 り組 め る ライ テ ィ ング活 動 を探 り、 そ の

活動 を継 続 的 に 行 う こ とに よ り、 生 徒 の 自 己表 現 力 を 向 上 さ せ る効 果 的 な指 導 に っ い て の 研究

を行 った。
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II研 究の経過

総 会

第1回 月例会

第2回 月例会

第3回 月 例会

第4回 月 例会

御岳研究 集会

第5回 月 例会

第6回 月例 会

第7回 月 例会

第8回 月 例会

第9回 月例 会

研 究 発 表 会

4月11日

5月6日

6月10日

6月23日

7月15日

8月20～22日

9月12日

10月9日

10月31日

11月25日

1月27日

2月13日

都 立 教 育 研 究 所

港 区 立 港 陽 中 学 校

多摩市立多摩永山中学校

青梅市立 第三中学 校

大 田区立 貝塚中学 校

青 梅 市 御 岳 山 宿 坊

世田谷区立北沢中学校

練馬区立光が丘第一中学校

日野市立日野第三中学校

調布市立第 四中学 校

日野市立大坂上中学校

江戸川区立松江第四中学校

事業説明、年間予定、世話人等 の選 出

研究主題決定、研究 の進 め方検討

研究授業(五 十嵐浩子教諭)、 研究構想

研究授業(白 石幸晴教諭)、 研究内容

研究内容 ・方法 の具体化、指導計 画作成

問題点 の整理 ・検討、指導案 の検討

実証授業(富 永智子教諭)、 報告書計画

実証授業(植 田敏幸教諭)、 内容検討

実証授業(御 木聖子教諭)、 原稿検討

最終原稿検討 ・提 出、補助 資料 の準 備

発表会準備、指導案検討、係分担

公開授業(多 田渉教諭)、 研究発表

皿 研究の構想

研 究 主 題

意欲 的に コ ミュニ ケー シ ョンを図 り、 自己表現力を高 める指導 の工夫

第1分 科会 第2分 科会 第3分 科会

〈小主題〉 〈小主題〉 〈小主題〉

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 Speakingに お け る 自 己 rwriting」 を 通 し て 自

を高めるための効果的な リ 表現力を高める指導の工夫 己表現力を高める指導の工

スニ ング指 導の工夫 夫

〈仮説〉 〈仮説〉 〈仮説〉
コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活 動 Speakingに お け る 効 果 継 続 的 な 「writing」 の

をふ まえて リスニ ング教材 的な評価を工夫 し、話す意 指導を実践 して い くことに

を提示 す ることで、生徒 は 欲を導 き出す場面を多く設 よ り、 生 徒 の 「writing」

それぞれの教材 に興味 ・関 定すれば、自己表現力が高 に対する抵抗感がなくなり

心 を示 し、 リスニ ングに意 ま る だ ろ う。 表現力が高 まるで あろ う。

欲 を持 って取 り組むだろう。

〈内容 ・方法〉 〈内容 ・方法〉 〈内容 ・方法〉

プ レ リスニ ングとその後 の 継 続 的 に 取 り 組 め る 日 常 的 に 取 り 組 め る

発展的な自己表現活動 speaking活 動 rwriting」 活 動
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IV研 究 の内容

第1分 科会

1小 主 題

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 を高 め る た め の効 果 的 な リス ニ ンク指 導 の 工 夫

2小 主 題 設 定 の理 由

生 徒 は、 相 手 が 英 語 で 何 を 言 って い るか 理 解 で きた とき に喜 び を感 じる。 本 来 、 コ ミュ ニ

ケ ー シ ョ ンは 自分 の考 え を相 手 に伝 え る こ とに あ るが 、 相 手 を理 解 で きて こそ、 自分 の考 え

もよ り的 確 に伝 え る こ とが で きる もの で あ る。

生 徒 に英 語 を聞 き取 る喜 び を感 じさせ る こと で、 意 欲 的 に リスニ ング活 動 に取 り組 ませ る

ことが で きる。 ま た、 ペ ア ワー クや グル ー プ ワー クを通 して 、 生 徒 は興 味 を も って リス ニ ン

グ活 動 に取 り組 む ことが で きる よ うに な る。 そ うす る こと に よ って よ り生 徒 の意 欲 を 引 き出

す こ と に な る と考 え られ る。

第 一 分 科 会 で は、 リス ニ ン グ活 動 を コ ミュニ ケ ー シ ョンの一 っ と と らえ、 日常 の授 業 で リ

ス ニ ン グ活 動 を継 続 的 に行 う こ とで、 効 果的 に 自 己 表現 力 を 高 め る こ とが で き るで あ ろ う と

考 え た。

3仮 説

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン活 動 をふ ま え た リス ニ ン グ教 材 を 提 示 を す る こ と で 、 生 徒 は教

材 に よ り興 味 ・関 心 を示 し、 リス ニ ン グに意 欲 を も って取 り組 む で あ ろ う。

4具 体 的 な方 策

生 徒 に意 欲 的 に学 習 に取 り組 ま せ るに は、 生 徒 が興 味 ・関 心 を 引 くよ うな教 材(日 常 の 会

話 、 ニ ュ ー ス、 天 気 予 報 、 映 画 等)の 提 示 が 必 要 で あ る。 この こ とは リス ニ ン グ活 動 に お い

て も同 様 で あ る。 す な わ ち、 リス ニ ン グを行 う上 で も、 生 徒 に と って興 味 ・関心 の あ る題 材

が ふ さ わ しい。

内 容 が 難 しい話 題 で も、 内容 理 解 の ヒ ン トとな るプ レ リス ニ ン グを行 う こ とで、 ポ イ ン ト

を絞 った リスニ ング が可 能 に な り、 興 味 ・関 心 を 引 き出 す こ とに っ なが る。 本 分 科 会 で は 、

プ レ リス ニ ン グの効 果 を重 視 し、 段 階 を追 った プ レ リスニ ングの提 示方 法 と生 徒 の 反 応 お よ

び理 解 度 を合 わせ 調 査 した。 こ こで は 弓スニ ン グ能 力 を 向上 させ るた め に も、 プ レ リス ニ ン

グを行 う リスニ ング活 動 を継 続 的 に実 施 す る こ とに 重点 を お い た。

ま た 、 リスニ ン グを 弓スニ ン グの み の活 動 に終 わ らせ ず、 そ の後 の4技 能 を踏 まえ た 自然

な言 語 活 動 へ の導 入 の 役割 を もた せ るよ う言 語 材 料 も工 夫 した。
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(1>効 果 的 な プ レ リス ニ ン グの あ り方

生 徒 の 興 味 ・関 心 を ひ くプ レ リス ニ ン グを行 う こ とに よ り、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン活 動 に

必 要 な リス ニ ングの 力 が よ り向 上 す る もの と考 え、 各 校 で プ レ リス ニ ングの 効 果 を調 査 し

た。 下 記 は本 分 科 会 に お け る調 査 結 果 で あ るく 資料1>。

英 語 力 に あ ま り差 の な いA・B・Cの3ク ラス を 対 象 にAに はプ レ リス ニ ン グな しで ス

ピー チ を 聞 か せ 、Bに は プ レ リス ニ ン グ と して ス ピー チ の 内容 に関連 した絵 く 資 料2>を

見 せ、Cに は プ レ リス ニ ング と してBと 同 じ絵 を見 せ て か ら さ ら に内 容 に関 連 した会 話 を

して そ れ ぞ れ の ク ラ ス に下 の4っ の質 問 を した。

(内 容 が正 しけれ ば 日本 語 で の 解 答 も正 解 と した。)

1WhenisHalloween?2WhatdochildrendoonHalloween?

3WhatdochildrenputonHalloween?

4Whatdochildrensaywhenthepersonopensthedoor?

ス ピー チ の 内 容

HalloweenisthelastdayofOctoberonthe31st.OnHalloween,childrenputon

costumesandgotohomesintheirneighborhoodtogetcandy.Childrendressupas

variousthings.Forexample,somechildrenaremonstersandsomearesuperheros.

TraditionalHalloweencostumesaremonsterslikevampiresorwitches.Childrengoto

homesandringtheirdoorbells.Whenthepersonopensthedoor,thechildwillsay

"trickortreat!"Ne
xtthepersonwillgivethechildsomecandy.Ofcourseanyonecan

beachildonHalloweenandgotrickortreating.

A・B・Cの そ れ ぞ れ の ク ラ スに お け る正 解 率 は下 の グ ラ フの よ うに な った 。

A

B

C

<資 料1>

ア4間 中4問 正 解 イ

ウ4間 中2問[E解 エ

オ4間 中0問 正 解

(5.2%)

<資 料2>

4間 中3問 正解

4間 中1問 正解

(7.6%)

(5.2%)

(2.6%)

<考 察1>Bの ク ラ スで は絵 を 見 せ る こ と に よ って、 生 徒 は 「ハ ロ ウ ィー ンにつ いて の話

を 聞 くの だ」 とい う心 構 え を も って ス ピー チ を聞 く こ とが 出 来 た。 そ の 結 果 と して、 事

前 に情 報 を 与 え られ な か ったAの ク ラ ス よ り も内容 の理 解 度 が 高 くな っ た。
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<考 察2>Cク ラス で は ハ ロ ウ ィー ン とい う行 事 に っ い て の 会話 を した こ とに よ って 、 そ

れ までハ ロ ウ ィー ンを知 らな か った生 徒 、 あ るい は知 って いて も漠 然 と しか わか らなか っ

た生 徒 に と って も、 あ る程 度 情 報 を与 え られ た こ とに よ り興 味 を も って ス ピー チを 聞 く

こ とが で きた。 また、 これ か ら聞 くス ピー チ で使 わ れ る単 語 や表 現 に つ いて 事 前 に確 認

す る こ とが で きた こ と も、 ス ピ ーチ の 内容 を理 解 す る手 助 け とな った。

数 校 で もほ ぼ 同様 の結 果 を得 る こ とが で き、 プ レ リス ニ ン グの 有効 性 を認 識 で き た。 以

下 は比 較 的効 果 的 で あ った プ レ リスニ ン グを行 った指 導 例 で あ る。

<指 導 例1>行 って み た い 国 の スキ ッ トを 聞 く

ス キ ッ トの 内容

A:Whatcountrydoyouwanttovisit?

B:IwanttovisitAustralia.

A:Whatdoyouwanttodothere?

B:Iwanttoseekoalasandkangaroos.

AndIalsowanttofishintheGreatBarrierReef.Howaboutyou?

A:lwanttogotoFrance,lwanttotaketheT.G.V.line.

上 記 の ス キ ッ トを よ り興 味 ・関心 を も って 聞 き、 理 解 を 深 あ る た め に

① 世 界 地 図 を 見 せ な が ら教 師 自 らの 事 を 言 う。

②T-Sでwanttoを 使 った 会話 を す る。

③ 一 度 聞 い た 後 、 スキ ッ トに 出 て くるGreatBarrierReefとT.G.V.の 写 真 を見 せ る。

② 継 続 的 な リス ニ ング活動 の 必 要 性

コ ミュニ カテ ィ ブな英 語 を 目指 して さ らに リス ニ ング能 力 育 成 の重 要 性 が 増 して き た。

そ こで リスニ ン グ に関 す る意 識 調 査 を5月 と11月 に2・3年 生 を対 象 に実 施 した。

<グ ラ フ1>リ スニ ング に対 して の 生 徒 の感 じ方

5月

11月

や さ しい どち らとも言 えない 難 しい

5月 の調 査 で は、 英 語 を 聞 くこ と に対 して 抵 抗 を 感 じて い る生 徒 が4割 程 度 い た が、 繰

り返 しプ レ リスニ ン グを行 った結 果 、11月 の調 査 で は 「難 しい」 と答 え た生 徒 が そ れ ぞ れ

24%と 減 少 して い る。 ま た、 後 述 の生 徒 の 感 想 に もあ る よ うに プ レ リス ニ ン グを行 う こ と

で 、 リス ニ ング教 材 の 内容 に興 味 ・関心 を 示 し積 極 的 に取 り組 も うとす る生 徒 の姿 勢 が 目

立 っ よ うに な った。
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リス ニ ングが 難 しい と感 じる理 由 の 大 半 が 、

「ス ピー ドが速 い」 「単 語 と単 語 の連 結 が聞 き取

り に くい」 の ど ち らか に該 当 す る。 そ れ で は、

「リス ニ ン グは ど うす れ ば 上 達 す る と思 うか 」

との 問 い に は、 生 徒 自 ら 「英 語 に慣 れ る」 「繰

り返 し聞 く」 と解 答 す る生 徒 が ほ と ん ど だ った

が、 現 実 に は グ ラ フ2の よ うな状 況 で普 段 か ら

リス ニ ングを心 掛 けて い る生 徒 は 少 な か った 。

リス ニ ング能 力 は一 朝 一 夕 に養 わ れ る もの で

は な い。 繰 り返 し集 中 して 聞 く練 習 を積 む こ と

に よ って よ うや く培 わ れ るの もで あ る。 例 えば、

<グ ラ フ2>リ ス ニ ング に関 し学 校 以 外

で継 続 して 行 って い る もの

テープ ・ビデオを聴 く ラ ジオ ・テ レビ講座 を

(4.0%)距 恵く(4.0%)

洋 楽 をよ く聴 く

(10.0%)

ClassroomEnglish等 は、 多 く用 い れ ば用 い る ほ ど生 徒 は そ れ を 自然 に理 解 し反 応 で き る

よ うに な って い く。 そ の ため に は、 反 復 や 継 続 が必 要 不 可 欠 で あ る こ とは言 うまで もな い。

そ れ を踏 ま え て 、 プ レ リス ニ ング を継 続 的 に行 い、 生 徒 に そ の 感想 を 尋 ね て み た。

〈2年 生 〉

・英 文 の イ メ ー ジが で き やす い。 ・どん な ス トー リーか 想 像 しやす い。

・ヒ ン トを 与 え られ て 英 語 を聞 く と、 そ の部 分 を 聞 こ うとす るの で分 か りや す い。

・英 語 で も、 絵 を 見 て 何 を言 って い る の か何 とな く分 か る。

・分 か りや す くな っ た。 絵 とか を見 な が ら勉 強 す る と楽 し くな る。

〈3年 生 〉

・最 初 か ら文 字 を 読 む の と違 って 、 内容 を音 で理 解 しよ う とす る ので 聞 く力 が 付 く。

・英 語 に 耳 が慣 れ て 、 そ して 聞 いて 理 解 で きた と き に 自信 が もて る。

・文 字 を 見 る前 に、 発 音 や 雰 囲 気 を少 しっ か む こ とが で き る。

・英 文 を 聞 いた だ けで 、 大 体 の内 容 を理 解 す る力 が 身 に付 く。

・集 中 で き るか ら、 内 容 が よ く分 か る。

・文 だ け で はよ く分 か らな くて も、 絵 等 が あ る と想 像 で分 か る よ う な気 が す る。

プ レ リス ニ ング が 内容 理 解 に と って 、 あ る い は リス ニ ング能 力 を高 め るた め に大 変 効 果

的 で 、 重 要 で あ る こ とを生 徒 は実 感 し始 め 、 特 に、 題 材 にっ い て は、 内容 を よ く吟 味 で き

る よ う に な った。 ま た、 助 言 しな くて も メモ を 取 る な ど 自 ら進 ん で リス ニ ン グ ポ イ ン トを

押 さえ た聞 き取 りを心 が け るよ うに な った。

こ の よ うに、 プ レ リス ニ ン グは 内容 理 解 を 助 け、 そ して そ れ を継 続 す る こ と に よ っ て 、

リス ニ ング そ の もの の基 礎 力 が っ き、 そ れ は 自信 に もっ なが って く る。 そ の結 果 、 生 徒 は

楽 し く積 極 的 に授 業 に参 加 し、 意 欲 的 に コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを図 ろ う とす る態 度 が 養 え る

と考 え る。

(3)コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン活 動 へ の 発展

リス ニ ング活 動 を行 う と きに、 これ か ら聞 く内 容 にっ いて 生 徒 の興 味 ・関心 を 引 き出 す
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よ うな 導 入(プ レ リス ニ ング)が 大 切 で あ る こと は前 述 の通 りで あ る が、 も う一 つ我 々教

師 が心 掛 け るべ き こ と は、 リス ニ ング活 動 で 終 わ らせ て しま う教 材 で は な く、 そ こで 聞 き

取 っ た内 容 を もと に発 展 的 に言 語 活 動 を広 げ て い け る よ うな教 材 を準 備 す る こ とで あ ろ う。

例 え ば 、 ま と ま りの あ る文 章 を聞 か せ 、 そ の 内容 が 把 握 で きたか と言 った こ との み を 目

的 に リス ニ ング活 動 を行 う と、 生 徒 は ど う して もど の程 度 正 し く聞 き取 れ た か とい っ た評

価 に意 識 が 向 いて しま い、 意 欲 的 に楽 しみ な が らそ の活 動 に取 り組 む とい う積 極 的 な 姿 勢

は育 ち に くい。

しか し、 リス ニ ング活 動 の 目的 を明 確 に し、 「聞 き取 る こと」 が 次 の 活 動 へ の ス テ ップ

で あ る とい う意 識 を持 た せ れ ば、 生 徒 は も っ と積 極 的 に リスニ ング活 動 に取 り組 む こ とが

で きる だ ろ う。 そ の 「目的 」 と して我 々 が考 え る もの は、 「聞 き取 った 内 容 を も と に 行 う

発展 的 な コ ミュニ ケ ー シ ョン活動 」 で あ る。

下 記 に具 体 的 な活 動 例 を 挙 げ る。

<手 旨導 例2>

① 後 で 生 徒 同 士 で イ ン タ ビ ュ ー し て も ら う こ と を 伝 え 、 そ の 例 と して 教 師 の 話 を 自 分

が イ ン タ ビ ュ ア ー に な っ た っ も り で 聞 く よ う に 指 示 を 出 す 。

② 教 師 が 自 分 自 身 の 経 験 に っ い て 英 文 を 言 い 、 そ の 内 容 に つ い て 生 徒 に 確 認 す る 。

(例)1'vebeentotheUnitedStatesthreetimes.

IstayedwithanAmericanfamilythere.etc.

Q:ど こ に 行 っ た こ と が あ る で し ょ う か 。

何 回 行 っ た こ と が あ る で し ょ う か 。

そ こ で は ど ん な こ と を した で し ょ う か 。etc.

③

④

⑤

⑥

0

ビ ン ゴ用 シ ー トを 配 りく 資 料3>、 単 語 ・表 現 な ど の 確 認 、 ル ー ル の 説 明 。

ビ ン ゴ に な る ま で 、 ク ラ ス メ ー トに イ ン タ ビ ュ ー を す る 。

そ れ ぞ れ が 聞 き取 っ た 内 容 に っ い て 発 表 す る 。

(例)MrYamadahasbeentoHawaii.

発 表 の 内 容 に つ い て 、Q&Aを 行 う。

(例)Whatdidyoudothere?

Howmanytimesdidyouvisitthere?

⑥ で 使 っ た 英 文 を も と に 、 ビ ン ゴでYESと 答 え た 人 に 、 い ろ い ろ な 質 問 を し て 情

報 を 集 め 、 記 事 を 書 く。<資 料4>

上 記 の例 の よ うに、 リス ニ ン グ活 動 を行 う際 に はた だ 英 文 を 聞 か せ る の で は な く、 そ の

後 で行 う活 動 の説 明 を す る な ど、 聞 き取 る こ との 目的 を 明 示 す る ことが 重 要 で あ る。 そ の

よ うな意 識 付 け を す る こ とで、 生 徒 の 「聞 こ う」 「聞 き取 りた い」 とい う意 欲 を 引 き出 し、

ま た リス ニ ング活 動 だ け で終 わ る こ とな く、 書 い た り話 した りと い った活 動 に も発展 的 に

っ な げ る ことが で き る。 実 際 の生 活 の 中 で は 、4っ の 領 域 が 互 い に関 係 しあ って コ ミュ ニ

ケ ー シ ョ ンは成 り 立 って い る。 そ の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 能 力 を 育 て る た め に は、 で き る
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だ け 自然 に近 い場 面 ・状 況 を授 業 の 中 に作 り、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン活動 を体験 させ る中で、

生 徒 が 積 極 的 に 「聞 こ う」 「分 か ろ う」 とす る気 持 ち を も って リス ニ ン グ活 動 に 取 り組 あ

る よ うに して い くべ きで あ る と考 え る。

<資 料3>

LET'SPLAYBINGO!

w

havebeento

Kyoto.

havemeta

foreigner.

havetaken

anairplane.

haveuseda

fax.

haveskied.

havevisited

theLions

Stadium.

havebeentohaveplayedhavekeptahavevisited

Hawaii.theviolin.dog.TokyoDome.

㏄

方

㎝

え

㎝

答

y

・

鴨

方

恥

き

:

聞

A

☆

9
ご

B:Yes,Ihave./No,Ihaven't.

※YESと 答 え て も ら っ た と き は 、 そ の 人 の サ イ ンを も ら い ま し ょ う。

☆ ル ー ル

・同 じ人 に は3っ ま で しか 質 問 で き ま せ ん
。

・縦 、 横 、 斜 め に()列 で き た ら 見 せ に 来 て 下 さ い 。

<資 料4>生 徒 のProduction例

翫 赫 瓜 ㌔σs㎏ 蝋
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5トq㌔ 品"

SHeWent藷?ヤ で

⊆地 槻 、ヤ

㌔ 槻 ㎞a。.
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温。¥価 ・レ

軸 。Wee』s.

ll悩 。β。

900d髄w絶 ・

》a;rP'幽 巳・

職・・ゼ"臓 蕩 囲 融r
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5研 究 の 成 果 と課 題

本 分 科 会 で は、 生 徒 が 興 味 ・関 心 を も って リス ニ ング活 動 に取 り組 む た あ の効 果 的 な リス

ニ ング教 材 の導 入(プ レ リス ニ ング)と 、 そ の よ うな リス ニ ング活 動 を継 続 して行 う こ とに

よ る効 果 、 そ して リスニ ングで 聞 き取 っ た内 容 を 定 着 させ 、 さ らに 自然 な言 語 活 動 へ と発 展

させ て 行 う活 動 につ いて 研 究 して き た。

以 下に本研究の成 果 と課題を述べ る。

(1)成 果

① リス ニ ング活動 を 行 う時 に、 プ レ リス ニ ングを 導 入 す る こ と に よ り、 生 徒 の そ の教 材

に対 す る意 欲 ・関 心 を高 め る こ とが で き、 ま た英 語 を聞 くこ と に抵 抗 を感 じ る生 徒 が少

な くな った。

② 継 続 的 に プ レ リス ニ ングを行 うこ とで 、生 徒 は リス ニ ング ポ イ ン トを 押 さ え た聞 き取

りが で き る よ う にな り、 リス ニ ング活 動 を 楽 しみ に して い る生 徒 も徐 々 に増 え て き た。

③ 聞 くこ との 目的 を 明 らか にす る こ とで 、 生 徒 の 「聞 こ う」 「聞 き取 りた い」 と い う意

欲 を 引 き出 す こ とが で き た。 ま た、 「話 す」 「書 く」 と い った活 動 に も関 連 さ せ る こ とで

自己 表 現 力 を高 め る こ と に もっ な が った。

(2)今 後 の 課題

① プ レ リスニ ングを 継 続 的 に行 う こ と に よ る効 果 は認 あ られ たが 、 同 じよ うな提 示 方 法

で行 う と、 生 徒 の リスニ ングに 対 す る意 欲 ・関 心 の 持 続 が 難 し くな るの で 、 視 聴 覚 教 材

を用 い るな どの工 夫 が必 要 で あ る。

② 発 展 的 な コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活 動 は、 年 間 の 指 導 計 画 の 中 で 明 確 に位 置 づ け、 リス ニ

ン グ活 動 との よ り密 接 な 関連 を 図 って い く必 要 が あ る。

③ ワー ク シー ト等 で生 徒 が どれ だ け聞 き取 れ た か 確 認 す る こ と はで き た。 さ らに意 欲 や

関心 な どを含 め た生 徒 の リス ニ ン グ活動 に対 す る取 り組 み を よ り効 果 的 に評 価 す る方 法

を工 夫 す る必 要 が あ る。
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第2分 科会

1小 主 題

Speaklngに お け る 自 己表 現 力 を高 め る指 導 の工 夫

2小 主 題 設 定 の理 由

英 語 を 学 ん で い く上 で 、 文 法 的 な知 識 や簡 単 な会 話 を学 習 す るだ けで はな くそ れ らを実 際

に使 って ネ イ テ ィブ ス ピー カ ー と会 話 を した り、 自 己表 現 が 自在 にで きた ら、生徒 たち に と っ

て す ば ら しい ことで あ る し、 ま た励 み に もな る。

自己表 現 と は何 だ ろ うか 。 本 分 科 会 は 「自 己表 現 」 を 「自分 の 考 え て い る こ とや 尋 ね た い

こ とな どを 何 らか の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン手 段 を使 って相 手 に伝 え る こ と」 と考 え た。 そ こで、

コ ミュニ ケ ー シ ョ ン手 段 の ひ とっ で あ るspeakingを 取 り上 げ、「Speakingに お け る 自 己 表 現

力 を高 め る指 導 の工 夫 」 に取 り組 む こ と に した。

国 際 化 が進 み、 英 語 の 授 業 も少 しず つ 変 化 して きた。 文 法 の指 導 が重 視 され て き た時 代 か

ら、 現 在 で は、 ペ ア ワー クや ゲ ー ムな ど の言 語 活 動 が継 続 的 に取 り入 れ られ 、AETが 定 期

的 に来 校 し、JETと 共 に テ ィー ム テ ィー チ ング に あ た るな ど、 生 徒 が 実 際 に英 語 で 会 話 す

る場 面 は多 くな った。 ま た、 大学 や 高 校 の入 試 に は リス ニ ン グテ ス トが導 入 され る な ど、 こ

れ ま で以 上 に 「話 す」 「聞 く」 力 が 要 求 され るよ うに な って き た。

しか し、 効 果 的 で実 践 的 な学 習 活 動 を して い る はず の生 徒 た ち は、 自分 た ち の 言 い た い こ

と を相 手 に伝 え る 「自己 表現 力」 を しっか りと身 に付 け て い るの だ ろ うか。

彼 らは、 授 業 で習 った ダ イ ア ロ グ は 自信 を も って 言 うが 、 そ こか ら一 歩 進 ん で しま うと 口

ご も って しま う こ とが 多 い。 そ れ まで 習 って き た言 語 材 料 で も十 分 に 自己表現 が可 能 な のに、

い ざ表 現 す る場 面 に な る と とま ど って しま う。 生 徒 た ち は、 「間 違 え て は い け な い」 と い う

思 い込 み か ら自信 が な け れ ば黙 って しま う こ と もあ る。 確 信 の もて る英 語 で な けれ ば 表 現 し

な いの で は、 自 由 に 自 己表 現 しよ う とす る意 欲 や 能 力 は育 って い か な い。

ま た指 導 者 が ペ ア ワー クな どの言 語 活 動 を 行 う場 合 で も話 す 言 語 に制 限 を加 え て しまえ ば

生 徒 が 表 現 した い こと か ら離 れ て い く こ と もあ る。Iliketennis.と 言 う に して もそ れ が 自分

に と って 事 実 で あ る の とPatternPracticeな ど の練 習 で あ るの と は 自己 表 現 をす る立 場 か ら

言 う と大 き な違 いが あ る。

そ れ まで に習 った言 語 材 料 で い か に 自己表 現 を して い くか。 多少 の文 法的 な誤 りに こだ わ っ

て 何 も言 わ な い ので は な く、 今 も って い る力 で 何 とか 自 己表 現 す る こ と、 ま た そ う しよ う と

努 力 す る こ とが 大 切 で は な い だ ろ うか。 本 分 科 会 で は次 の よ うな仮 説 を 立 て、 研究 した。

3仮 説

Speakingに お け る効 果 的 な評 価 を工 夫 し、 話 す 意 欲 を 導 き出 す 場 面 を 多 く設 定 す れ

ば 自己 表現 力 が 高 ま るだ ろ う。
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4研 究 の内 容

(1)Speakingの 指 導 に お け る留 意点

英 語 科 の授 業 の中 で 、 話 す 活 動 を指 導 す る場 面 や、 そ の活 動 の た め の教 材 の 準 備 を す る

場 合 の留 意 す べ き事 項 を あ げ る。

1)発 話 さ れ た英 語 に た とえ文 法 の ミスが あ って も許 容 し、 発話 の 内容 を 重 視 す る こ と。

例)① 教 師:WhatdoesTakashiliketodo?

生 徒:Helikeplaybasketball.

教 師:Oh,helikestoplaybasketball.

② 教 師:Whatdidyoudoyesterday?

生 徒:Iswimyesterday.

教 師:Oh,youswamyesterday.

の よ うな ミス に 関 して は、 教 師 が正 しい文 で 発 話 の 内 容 を確 認 す る。

2)自 分 の思 って い る こ とや考 え て い る こ とを 表 現 で き る場面 を よ り多 く設 定 す る こ と。

3)設 定 す る場 面 は、 よ り 日常 的 で 、生 徒 の興 味 ・関心 を 引 き出 す 内 容 で あ る こ と。

4)適 切 な 声量 を 出 す 習慣 を 身 に付 け させ る よ う に評 価 して い くこ と。

5)日 々 の授 業 に お い て 、継 続 的 に 行 え る もの で あ る こ と。

(2)継 続 的 に取 り組 む指 導

ア コ ミュニ ケー シ ョ ン活動 の指 導 例

(1)に お け るspeakingの 指 導 の 際 の 配慮 事 項 を 普 段 の 授 業 の 中 で 生 か せ る活 動 と して

はペ ア ワ ー ク、 ゲ ー ムな どが 考 え られ る。 そ こで 、 この継 続 的 に取 り組 め る指 導 を 中心

に、speakingに お け る 自 己表 現 力 を高 め る指 導 を 工 夫 して 実 証 授 業 を 行 った り、 普 段

の授 業 の 中 で コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン活 動 の 指 導 を 工 夫 す る な ど、 実 践 的 な 指 導 を 行 っ た。

以 下 は そ の指 導 例 で あ る。

1)指 導 例1(三 人 称 単 数 現 在 の 肯 定 文)

① 手 川頁

ま ず ペ アを作 る。 次 に黒 板 に 貼 って あ る情 報 カ ー ドの 内 容(あ る先 生 の好 きな も

の)を 暗 記 し、He/Shelikes～.を 使 って相 手 に 伝 え る。 た だ し、 ペ ア を 組 ん で い

る生 徒 の 情報 カ ー ドは、 そ れ ぞ れ 別 の もの とす る。 伝 え られ た 内容 は別 紙(プ リ ン

ト1)に 簡 潔 に英 語 で 記 入 す る。 教 師 の 説 明 は で きる だ け英 語 で行 う。

<情 報 カ ー ド1> <情 報 カ ー ド2>

Mr.Hottalikesbadminton.

Hedoesn'tlikeMatsudaSeiko.

Helikesspaghetti.

Helikes"NewsStation."

HeisfromTokyo.

Ms.Minoshimadoesn'tlikebadminton.

ShelikesMisoraHibari.

Shelikesicecream.

Shelikes"SekaiFushigiHakken."

SheisfromKanagawa.
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② 留 意 点 ・

伝え たい情報 の内容 に生徒 の関心が い くよ うに留意 す る。

璽

織
耀

馨
遡
繕

聾

震

聖

笥専

・

『
x

へ
垂
～
盛

糖

毫
輪

.畷

ρ

冷

,

_ミ ゆ 』一趨

レ
噸

b

>
霧

躍畢曜
噛個

)』籏

難 ・

黙

暦 ＼渚 撫"

縫叢 卜
塾 艶一_、
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ー

騒

<プ リ ン ト1>

sport
■
singer food TVprogram (A)

Mr.Hotta

Ms.Minoshima

((A)に は、 項 目 を 自分 で 自由 に考 え て 書 き入 れ る)

③ 評 価 の観 点

a)意 欲 的 に活 動 しよ うと して い たか 。

b)お 互 い の 英 語 を聞 いて 、 そ の 内容 を理 解 し、 反 応 して い たか 。

c)教 師 の 指 示 を積 極 的 に理 解 しよ う と して い た か。

2)指 導 例2(一 人 称 、 二 人 称 、 三 人 称 が主 語 とな る文 の 使 い分 け)

① 手 順

まず 自由 にパ ー トナ ー を選 ん で、 プ リン トの 内 容 を 参 考 に、3人 の生 徒 に相 手 の

好 き な もの を 聞 き、 記 入 す る(解 答 例)。 そ こで得 た情 報 を ペ ア で お 互 い に 伝 え 合

う。 教 師 の 説 明 はで きる だ け英 語 で行 う。

[た ず ね 方 の例:Ilikebaseball.Doyoulikebaseball?やWhatsportdoyou

like?な ど、 尋 ね方 は 自由]

[情報 交 換 の例:Helikestennis.ShelikesMr.Children.な ど]
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〈生徒の解答例〉
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② 留 意 点

英 語 表 現 の正 確 さ よ り も、 情 報 の 中 身 が話 題 の 中心 とな るよ う に心 が け る。

③ 評 価 の観 点

a)意 欲 的 に活 動 しよ う と して い た か。

b)お 互 い に英 語 を用 い て、 そ の 内容 を理 解 し、反 応 して い た か。

c)自 分 の好 きな もの を積 極 的 に相 手 に伝 え よ う と して い た か 。

d)教 師 の指 示 を積 極 的 に理 解 しよ う と して い た か。

3)指 導 例3(have[has]to～ 及 びそ の 疑 問 文)

① 手 順

☆ 家 で の きま りにっ い て友 人 と話 し合 って み よ う!

Doyouhaveto^'? 自 分 Yes.

studyEnglisheveryday.

getupat6:00.

washthedishes

(A)

CB)
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前 ペ ー ジの 表 の 家 で の き ま り に つ い て ご 官 分 に 当 て は ま る もの に ○ を つ け る。 パ ー

トナ ー を 見 つ け 、 「私 は ～ しな け れ ば な ら な い の で す が 、 あ な た は ど う で す か 」 と

い う 質 問 を 英 語 で 行 う。(A)(B)に は 上 記 以 外 の 家 で の き ま り を 記 入 す る 。 そ し

て 、Yesと 答 え た 人 に サ イ ン を も ら う。 教 師 の 説 明 は で き る だ け 英 語 で 行 う。

[例:A:IhavetostudyEnglisheveryday.Doyouhave

tostudyEnglisheveryday?

BYes,IhavetostudyEnglisheveryday.

No,Idon'thavetostudyEnglisheveryday.]

② 留 意 点

生 徒 の 情 報 の 内 容(家 で の き ま り)が よ り具 体 的 に 示 さ れ る よ う に 留 意 す る 。

③ 評 価 の 観 点

a)意 欲 的 に 活 動 しよ う と して い た か 。

b)お 互 い に 英 語 を 用 い て そ の 内 容 を 理 解 し、'反 応 して い た か 。

c)教 師 の 指 示 を 積 極 的 に 理 解 し よ う と して い た か 。

イ 自 己評 価 カ ー ド

speakingの 評 価 は、 よ り主 体 的 な学 習 の成 立 を 促 す もの で な け れ ば な ら な い 。 そ の

場 合 、 教 師 側 か らの評 価 だ け で な く、 生 徒 本 人 が 自分 の 活 動 を評 価 す る こ と も必 要 で あ

る。 そ こで 、 「自己評 価 カ ー ド」 を作 成 し、speakingを 中 心 に した授 業 に お け る コ ミュ

ニ ケ ー シ ョ ン活 動 を継 続 的 に 自 己評 価 させ た。 評 価 項 目 は、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを 図 ろ

う とす る姿 勢 が 評 価 の中 心 に な る よ うに設 定 した。

〈生徒の記録〉

コ

コ

☆

1

2

Z年 ⊥組 氏 名

5が 最高、1は も っ と頑張 らね ば!

積 極 的 に大 き な声 を出 したか。

英 語を聞 き取 ろ うとす る前 向きの姿勢 で

取 り組むことができたか。

自分の言葉で表現できたか。

eyecontactや 相 づ ちを打 っ

た り、 ジ ェス チ ャーや 聞き返 しができたか。

(ll脚)

@
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(3)特 別 な場 面 を設 定 して行 う指 導

特 別 な場 面 を設 定 して行 う指 導 と して 、 ス ピー チや デ ィベ ー トな どの 他 に、 次 の よ うな

もの が挙 げ られ る。 これ は、 教 師 が 生 徒 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 を 評 価 す る こ とを前 提

と して、 教 師 と生 徒 が1対1で 行 う もの で あ る。

生 徒 は まず、 自 己紹 介 、 趣 味 、 家 族 の 紹 介 、 毎 日 の生 活 、 将 来 の夢 、 夏(冬)休 み に し

た こ とな どの ス ピー チを30秒 程 度 で 行 い、 それ に対 して 教 師 が 既 習 の文 型 を使 って質 問 す

る。1人 、 計1分 程 度 で あ る。 前 半 の ス ピー チ に対 す る評 価 と、質 問 に答 え た時 の評価 は、

下 の"JudgePaper"に 準 じて行 う。

な お、 積 極 的 に コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを と ろ うと す る姿 勢 が 大 切 で あ る こ とを生 徒 に知 ら

せ る たあ 、 あ らか じめ評 価 項 目 を伝 えて お く方 法 も あ る。 そ の よ う に行 う とspeakingの

ポ イ ン トを 意 識 しなが ら話 せ る こ と、 ま た、 日常 のspeaking活 動 の 意 欲 を 高 め る と い う

効 果 も期 待 で き る。

この 活 動 をAETと の テ ィー ム テ ィー チ ング で行 う場 合 は、AETと 生 徒 が1対1で 行

い、JETは 評 価 をす る。 そ の場 合 、 生 徒 は、 ネイ テ ィ ブス ピ ー カ ー と の 会 話 を通 して 、

英 語 で コ ミュ ニ ケ ー シ ョンで き る喜 び を 味 わ う こ とが で き る。 また 、 そ れ を大 き く評 価 す

る こと に よ り、speakingの 大 切 さを 肌 で 感 じる ことが で きる。

「・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 一一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・1
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5研 究 の成 果 と課 題 一諦 ・

本 分 科 会 で は 自 己表 現 力 を高 あ るた め に は、 話 す意 欲 を よ り導 き出 す 場 面 を 多 く設 定 す る

必 要 が あ る と考 え、 そ の実 践 を試 み た。 ま た そ の場 面 の 中 で、 あ る程 度 文 法 の ミス等 を許 容

す る こ とで 、 よ り多 くの反 応 を導 き出 そ う と試 み た。 以 下 に、 そ の 成 果 と課 題 を 述 べ る。

(1)成 果

ア 身 近 な情 報 を伝 達 す る とい う活 動 に よ り、 よ り会 話 に対 して 興 味 が もて る よ うに な っ

た。 そ の際 、 伝 達 さ れ た情 報 を書 き留 め る活 動 を す るが、 わ か らな けれ ば 日本 語 で もか

まわ な い ので 、 楽 し く活 動 に取 り組 め るよ うに な った。

イ 文 法 的 な ミスを 許 容 し、 積 極 的 な反 応 に対 して の評 価(ほ あ 言 葉 な ど)を 行 う こ とに

よ り、 楽 に英 語 を 話 そ うと い う意 欲 が 出 て来 た。

ウ 教 室 内 を 自由 に動 き回 る場 面 を増 や す ことに よ って、 よ り意 欲 的 に活動 す るよ うに な っ

た。

工 設 問 に対 す る反 応 が 速 くな った。

オ ミス を許 容 され る雰 囲 気 か らか 自分 な りの言 葉(英 語)を もち、積極 的 に コ ミュニ ケー

シ ョンを 取 ろ う とす る姿 勢 が 生 ま れ て きた。

力 従 来、writingに 偏 りが ち だ った評 価方 法 か ら、speakingに 対 す る評 価 方 法 に眼 を 向

け る こ とが で きた。

(2)課 題

課 題 と して あが って くるの は、 や は りそ の評 価 方 法 で あ った。 特 別 な場 面 を 設 定 して行

う指 導 での評 価 や、 自己評 価 用 紙 の記 入 な どで は成 果 が あ った が、speakingに お け る指 導

者 側 の評 価 を継 続 的 に行 って い くに は難 しい点 も見 え て きた。 それ にっ い て以 下 に述 べ る。

ア そ の場 で の評 価(ア ドバ イ スな ど)

ペ ア ワー クや設 問 に対 す る受 け答 え の際 、 ア ドバ イ ス を した り、 ほめ た りす る こ とが

生 徒 の ス ト レー トな 成長 にっ な が る評 価 に な る と考 え た。 この こ とを 継 続 して い く姿 勢

が 必 要 で あ る。

イ 継 続 的 な チ ェ ッ ク活動(ペ ア ワ ー ク の活 動 中 に順 調 に会 話 が行 わ れ て い るか を個 人 的

に チ ェ ッ ク した り、 発言 回数 の チ ェ ック をす る。)

ペ アワー クの活 動 を評 価 す る方 法 と して、 教 師 が机 間 指 導 して、 実 際 に生 徒 と会 話 を し

た りそのや り とりを聞 いて評 価 してい くもの。 この方 法 で は、 一 度 に多 くの生 徒 は評 価 で

きな いので、 継 続 的 に行 うことが必 要 で あ る。 また、 発 言 回 数 の チ ェ ック につ い て は、 指

名 方 法 や質 問 内 容 の精 選 な ど、 生 徒 に とって公 平 に なるよ うに考 慮 して い く必 要 があ る。

ウ 自 己評 価 カ ー ドに 記入 を す る。

自 己評 価 を積 み重 ね て い くと、 自分 の 学 習 活 動 を振 り返 り、 修 正 し、 良 い 点 は さ らに

伸 ば そ う とす る姿 勢 が生 ま れ て くる。 また 教 師 の適 切 な助 言 が加 わ る こ とに よ り、 よ り

効 果 的 な学 習 の仕 方 も身 に付 く。 長 期 的 、 継 続 的 に行 う こ とが必 要 で あ る。

細 か い点 と して そ の他 に も課 題 は残 るが、 評 価 方 法 に さ らに一 工 夫 を加 え るべ く研 究 を

進 め て い き た い。
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罪

第3分 科会

1小 主 題

「writlng」 を通 して 、 自己 表現 力 を高 め る指 導 の 工 夫

2主 題設 定 の理 由

イ ン ター ネ ッ トに代 表 され る コ ン ピュ ー タ通 信 網 の 発 達 や フ ァ ッ クス通 信 の普 及 な ど に よ

り、 書 か れ た英 語 に よ る コ ミュ ニ ケ ー シ3ン 能 力 の必 要 性 は確 実 に高 ま って い る。21世 紀 を

目前 に控 え 、 中 学 校 の英 語 教 育 に お い て、 この必 要 性 に応 え る こ とが 急 務 で あ る と考 え 、主

題 と して 取 り上 げ る こ と と した。

本 分 科 会 で は、 英 語 を書 くこ とに よ って、 伝 え た い こ とを 表 現 す る こ と を 「writing」 と

呼 び、 そ の技 能 を 向上 させ る指 導 法 の研 究 を行 う こ と とす る。 従 って、 例 え ば 、 単 語 の ス ペ

リン グの確 認 の た め に 行 わ れ る単 語 テ ス トや、 文 法 事項 の 確 認 の た め に行 わ れ る空 所 補 充 問

題 な ど は除 外 され る。

3仮 説

継 続 的 な 「writingの 指 導 を実 践 して い く こと に よ り、 生 徒 の 「writing」 に対 す る

抵 抗 感 が な くな り、 表 現 力 が 高 ま るで あ ろ う。

4研 究 の方 策

以 下 の2っ を柱 と して研 究 を進 め て い くこ と と した。

(1)日 常 の授 業 の 中 で短 時 間 で行 え る活 動 の工 夫

「writing」 の技 能 を 向上 させ るた め に は、 日常 の授 業 に お い て 、 継 続 的 な 指 導 を 行 う

必 要 が あ る。 しか し、 一 般 的 に 「writing」 の 活 動 は、 授 業 に お け る活 動 、 活 動 後 の 教 師

に よ る処 理 の両 方 で 時 間 が か か る こ とが 多 く、 こ の ことが 継 続 的 指 導 を 困 難 に して い る。

そ の た め 、 生 徒 は十 分 な 「w癖 擁g」 の 機 会 が 与 え られ ず 、 習 熟 の域 に達 す る こ と が 難 し

い。 従 って 、 この 活 動 を効 果 的 に行 うた め に は以 下 の条 件 を満 たす 必 要 が あ る。

㈲ 授 業 内 で 、 短 時 間 で 行 え る こと

終〉 生 徒 へ の フ ィー ドバ ッ クが 早 く行 え る こと(す ぐに返 却 で きる)

(ウ)生 徒 に と って取 り組 み やす い テ ー マ を設 定 す る こ と

この条 件 を満 た す もの と して 「Myopinion」 と名 付 け た活 動 を取 り上 げ た。

(2>ま とま った時 間 を 設定 して行 う活動 の工 夫

(1)の活 動 は時 間 の制 約 が あ るた め 、書 か せ る量 が 制 限 され る。 十 分 な 自己 表 現 能 力 を育

成 す るた め に は、 あ る程度 ま と ま りの あ る文 章 を 書 か せ る機 会 も作 ら な け れ ば な らな い。

(1>の 活 動 よ り も長 い時 間 を 設 定 して 行 い、 テ ー マ も発 展 性 の あ る もの を 提 示 す る。 生 徒 の

意 欲 を 引 き出 す ため に は、 「読 み手 の存 在 」 を意 識 させ る こ と も重 要 な要 素 で あ る。

具 体 的 な指 導 例 と して は、 手 紙 文 を扱 う こと と した。
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5指 導 例'"

(1)日 常 の授 業 の 中 で短 時 間 で行 え る活 動 例 「Myopinion」

ア ね ら い

・ 「writing」 に よ る 自 己表 現 力 を高 め る
。

・ 「writing」 に対 す る抵 抗 感 を な く し、 自分 の言 葉 を使 って書 く意 欲 を 育 て る。

イ 指 導 過 程

所 要 時 間5分 ～7分 短 時 間 で可 能 な限 り継 続 的 に行 う。

手 順

① 英 文 を1っ 書 き取 らせ た後 板 書 す る。(topicsentence)

・ 英 文 は生 徒 に と って 身 近 な 内容 とす る。

例Ilikemusic.Iatefishfordinner.

② 英 問英 答 す る。

・ 口頭 練 習 を 行 う こ とで 生 徒 に 自分 の意 見 を表 現 す るた め の手 が か りを 与 え る
。

③topicsentenceを 参 考 に、 自分 の こと にっ い て英 文 を書 か せ る。

・ 語 彙 不足 に よ るっ まづ きを 防 ぐた め、 分 か らな い単 語 は 日本 語 で もよい と指 示 し、

な るべ く多 くの 英 文 を書 くよ う に指 導 す る。

④ 回収 して評 価 す る。

・ 訂 正 箇 所 に は赤 下 線 を 引 く。

・ 自分 の伝 え た い こ とを 書 こ う と して い るか 、 テ ー マ に っ い て 自分 の こ と と して 考

え て い るか を重 視 す る。

⑤ 良 い作 品 、 工 夫 の 見 られ る作 品 は プ リ ン トに して 生 徒 に配 布 す る。

ウ 授 業 の 具 体 例1(T… 教 師 、SlS2S3S4… 生 徒)

TLet'sbegintoday'swritingexercise.Pleasedictate.

"lwashedthedishes
afterdinneryesterday."(回 数 繰 り 返 し て 板 書 す る)

S,,didyouwashthedishesafterdinneryesterday?

S,No,Ididn't.

TDidn'tyou?Then,whowashedthedishes?

S1:...層

TMaybeyourmotherdid.Right?

S1:Yes.

T:0.K.Thankyou.S2,didyouwashthedishesafterdinneryesterday?

SzNo,Ididn't.

TNo?Then,whowashedthedishes?

SzMymother.

TOh,yourmotherdid.Thankyou.O.K.Everyone,pleasewriteyouranswer.
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生徒作品例1

(3学 年)
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へ.らノ.

授 業 の 具 体 例2

TPIeasedictate."lliketoreadbooks."

Sa,doyouliketoreadbooks?

S3Yes,Ido.

TWhatkindofbooksdoyouoftenread?

S3Ummmm...

TDoyoureadnovels?Doyoureaddramas?Doyoureadcomicbooks?

S3二Comicbooks.

TGood.Thankyou.S,,,doyouliketoreadbooks?

S4Yes,Ido.

TWhatkindofbooksdoyouread?

SnlComicbooks.

TIsee.(Toclass)Whatkindofcomicbooksdoyouread?

S3Jump!ShounenMagazine!etc.

TThen,youcanwriteyourfavoritecomicbooksormagazinesyoubuyevery

month.Youcanalsowriteyourfavoritewriters.

生徒作 品例

(3学 年)

2

十〇Ad』06し くS

一工h怯
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工一 二__1:三
4考 察

この 「Myopinion」 の手 法 を用 い て の指 導 を始 め た と こ ろ 、 .生徒 達 は 教 師 側 の 予 想 よ り

もは るか に意 欲 的 に取 り組 ん だ 。 回 を 重 ね る に したが って、 短 い中 に もス トー リー性 の あ る

文 を 書 く生 徒(生 徒 作 品 例3)や 、 教 師 と コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを図 ろ う とす る生 徒(生 徒 作

品 例4)も 現 れ て き た。 また 、 自 由 に 自分 の考 え を書 い て もよ い とい う この作 業 は 生 徒 の 気

持 ちを リラ ック ス させ 、 活 動 的 な雰 囲 気 を 作 り上 げ る の に も役 立 った。 プ リン トな どで 他 の

生 徒 の 作 品 を 紹 介 す る と熱 心 に読 ん で お 互 い を認 め合 い、 新 た な文 を書 く と きの参 考 に して

い た。
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生徒作 品例

(3学 年)
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生徒作 品例

(3学 年)

4一一
(2)ま とま っ た時 間 を 設 定 して 行 う活 動 例 「手 紙 文 」

ア ね ら い

・ 「Myopinion」 を基 本 と し、 よ り内 容 の 濃 い 「writing」 にっ な げ る。

・自分 の 気 持 ちや 考 え をで き るだ け た くさん 表 現 させ る。

イ 指 導 過 程

所 要 時 間 約20分

手 順

① 書 か せ る手 紙 の トピ ック につ い て英 問 英 答 す る。

② 相 手 を想 定 して 自分 の考 え を 書 く。

・読 む 人 へ の 質 問 は必 ず 入 れ る よ うに指 示 す る。

③ 書 いた手 紙 を ク ラ スの 中 で 回 す 。 受 け取 った手 紙 を読 ん で そ の 場 で 返 事 を書 く。

④ 書 き終 わ った ら差 出 人 に返 す 。

⑤ 回 収 して評 価 す る。
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生徒作品例5

(2学 年)
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4考 察

短 時 間 で、 あ る程 度 イ メ ー ジをふ く らませ 、 ま と ま りの あ る文 を書 くと い う こ と は中 学 生

レベ ル と して はか な り高 度 な学 習 で あ る。 しか し、 「手 紙 文 」 の 活 動 で は生 徒 が 自然 に取 り

組 む 姿 が 見 られ た。 これ は、 「Myopinion」 に よ る継 続 的 な 指 導 の結 果 、 「英 語 で 表 現 し た

い」 「英 語 で も書 け る」 と い う意 欲 的 な姿 勢 が 育 っ て きたか らだ と思 わ れ る。一 方、 「手 紙文 」

に お いて は、 「Myopinion」 に は な か った 「読 み手 の 存 在」 が、 具 体 的 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ンを成 立 させ 、 生 徒 の意 欲 を よ り引 き出 して い た と考 え られ る。

生徒 の感想

(2学 年)
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7

6研 究 の成 果 と課 題 … 『

本 分 科 会 で は・ 英 語 を書 く こ とに よ って・ 伝 え た い こ と を 表 現 す る こ と を 「writing」 と

と らえ 、 そ の効 果 的 な指 導 法 を研 究 して きた。 そ の 結 果 、 次 の よ う な成 果 が 得 られ、 課 題 が

明 らか に な った。

(1)成 果

ア 「writing」 に対 す る抵 抗 感 が薄 れ た

与 え られ た文 を参 考 に して 自分 の こ とに つ い て 表 現 す る 「writing」 は、 生 徒 に と っ

て 無 理 の な い活 動 で あ った。 普 段 ど ち らか とい え ば 無 気 力 な 生 徒 で も意 欲 を みせ る よ う

にな っ た。 次 第 に多 数 の生 徒 が 短 時 間 に2～3の 英 文 が書 け る よ うに な って きた。

イ 徐 々 に表 現 力 が っ い て きた

自分 が 表 現 した い こ とを、 既 習 の文 型 を上 手 く取 り込 む生徒 が見受 け られ るよ うにな っ

た。 ま た英 問 英 答 で 紹 介 した文 や 印刷 され た友 達 の文 を利 用 して 、 単 文 を 羅 列 した状 態

か らIthink._や_,because～ な どが 使 え る よ う に な った。

ウ 「Myopinion」 「手 紙 文 」 は取 り組 ませ やす い手 法 で あ った

前 者 の 活動 は、 文 法 上 の 誤 りな ど を主 に訂 正 し、 検 印 を押 す の み で 返 却 す る こと に留

め た た め評 価 しや す く、 生 徒 へ の フ ィー ドバ ック が早 く行 え た こ と、3～4回 分 ま と め

て1枚 の プ リ ン トを 作 成 したの で 、 短 時 間 で 、 効 果 的 に準 備 で きた こ とが 教 師 に と って

も継 続 を容 易 に した 。

特 に 「手 紙 文 」 の 活 動 で は教 室 内 に 「読 み手 の存 在 」 を意 識 させ る こ と に よ り、 効 果

的 な コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活 動 の 機 会 を与 え る こと が で きた。

(2)課 題

ア テ ー マ に っ い て は 、 さ らに幅 広 い もの を考 え 、 日頃 か ら書 か せ た い トピ ックの 収 集 に

努 め た い。 例 え ば生 徒 か ら トピ ック と な る文 を 引 き出す 工 夫 も可 能 で あ ろ う。 ま た、 目

標 とす る語 彙 や文 型 を 明 らか に して 系 統 的 に例 文 を選 定 して い く こ とが必 要 で あ る。 そ

の た め に は、 年 間 指 導計 画 の 中 で 位 置 づ けて いか な けれ ば な らな い と思 わ れ る。

イ 語 彙 に よ るつ ま づ きを 防 ぐた あ 、 未 習 語 等 に関 して は、 単 語 レベ ル で の 日本語 の 使 用

を容 認 す る形 で 「writing」 の活 動 を 行 って き た。 さ ら に 、 生 徒 の 抵 抗 感 を減 らす た あ

に は、 必 要 な関 連 語 句 や 関連 表 現 の 提 示 の 工 夫 も検 討 して い か な け れ ば な らな い。

ウ 生 徒 の変 容 は、 生 徒 の反 応 と教 員 側 の 日 々の 授 業 で の観 察 で あ る。 生 徒 の書 く力 が ど

うっ い て きた の か客 観 的 に評 価 で き る よ り効 果 的 な方 法 を探 って い きた い。

工 将 来 的 な取 り組 み と して は、 さ ら に よ り内 容 の 濃 い 「writing」 活 動 を さ せ る た め に

論 理 の展 開 やパ ラ グ ラ フ構 成 な ど も指 導 して い く必 要 が あ る。
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Vま とめと今後の課題

コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力 とは、 単 語 や文 法 の 知 識 ・理 解 を も と に、 そ れ らを 十 分 に活 用 して

「概 要 や 要 点 」 を 理 解 し表 現 す る た あ に、 実 際 に英 語 を使 用 す る力 で あ ろ う。 この コ ミュニケ ー

シ ョン能 力 の育 成 の た め に は、 様 々 な言 語 活 動 を 通 して 、実 際 に英語 を使 用 す る機 会 を多 く設

定 しな け れ ば な らな い。 そ の活 動 の 中 で、 生 徒 は積 極 的 に相 手 の意 図 を理 解 し、 自分 を 表 現 す

る経 験 を重 ね て い く。 同 時 に相 手 と いか に理 解 し合 え るか が コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンに お いて 重 要

で あ る こ とに気 づ い て い くの で あ る。 この コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 こそ が 、 これ か らの社 会 を

生 きて い くうえ で欠 くこ との で きな い[生 き る力]に つ なが って い くと考 え られ る。 これ を ふ

ま え て我 々 は研 究 主 題 を 設定 し、listening、speaking、writingの3領 域 で 共 同 研 究 して き た。

第1分 科 会 で は、 プ レ リス ニ ング の工 夫 と評 価 にっ いて 研 究 を進 め た。 生 徒 の興 味 ・関 心 を

引 くよ うな 教 材 を与 え て 取 り組 ませ るだ けで な く、 聞 か せ る前 に意 識 的 に内 容 の要 点 を問 い か

けた り、 新 教 材 の 提 示 で 生 徒 の 持 って い る知 識 を活 性 化 させ る た め の補 助 的 な説 明 ・Q&Aを

行 う こ とで 、 明 確 な 目的 を 持 った リス ニ ング活 動 が で き る こと を明 らか に した。 プ レ リス ニ ン

グ活動 が 生 徒 の 期 待 感 を刺 激 し、 内 容 に関 す る予 測 を立 て させ た わ け で あ るが 、 さ らに リス ニ

ングの み に終 わ らせ ず 、 他 の 技 能 を 視 野 に入 れ た活 動 をす る こと で実 際 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ン

の場 面 に 近 づ け る工 夫 もで き た。

第2分 科 会 で は、speakingに お け る コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活 動 を 研 究 した 。 生 徒 は 自 分 の 言

いた い こ とや 尋 ね た い こ とを 英 語 で 表 現 した い と い う気 持 ち は誰 し も も って い るの に、 実 際 話

す 場面 で の意 欲 にっ な が らな い こ とが あ る。 そ こで生 徒 が 自 己表 現 で き る場 面 を 多 く設 定 し、

生 徒 が 自 己表 現 を した 時 に は その 内 容 や 意 欲 を積 極 的 に評 価 す る こ とに した。 文 法 的 な誤 り に

っ いて は指 導 者 が 正 し く言 いか え て や る こ とで 生 徒 の誤 りに対 す る恐 怖 心 を減 らす こ とが で き

た。 また 学 習 した英 語 を使 って 自分 の考 え を表 現 で き る活 動 や 日常 生 活 に よ り近 い場 面 を 設 定

す る こ とで 積 極 的 に取 り組 む 生 徒 が 多 くな った。

第3分 科 会 で は、writingを 中心 と した コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン活 動 を 取 り上 げ た。 「概 要 や 要 点

が 伝 わ る」 よ うに書 く こ とが 求 め られ て い るが 、 そ の た め に は、 語 彙 ・文 法 や パ ラ グ ラ フの 構

成 ば か りで は な く場 面 や 目的 に合 致 した様 々 な学 習 を必 要 とす る。 生 徒 の持 っ そ れ らに対 す る

抵 抗 感 を減 らす に は、 身 近 な テ ー マ で 自分 を表 現 す る機 会 を授 業 の 中 で継 続 的 に与 え る こ とが

効 果 的 で あ た。 ま た手 紙 文 は読 み 手 の存 在 を意 識 さ せ る こ とで、 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンと して の

writing活 動 が実 施 で きた。

一 っ 一 っ の領 域 か ら研 究 主 題 にせ ま る過 程 で
、 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン能 力 の 育 成 に は、 各 領 域

を相 互 に関 連 させ た統 合 的 な言 語 活 動 が不 可 欠 で あ る こ とを改 め て認 識 した 。 生 徒 に活 発 に コ

ミュ ニ ケ ー シ ョ ン活 動 を行 わせ る た め に は、 生 徒 の意 欲 や取 り組 み を ど う評 価 す るか も常 に考

慮 して い く必 要 が あ る。 研 究 を通 して 日々 の授 業 に取 り組 み、試行 錯誤 を繰 り返 しなが ら、我 々

が 、 英 語 を教 え る意 義 と は何 か 、 英 語 を通 して生 徒 に何 を学 ば せ た い の か とい う問 題 意 識 を も

て た こ とが 大 き な収 穫 で あ った。 今 後 も研 究 員 そ れ ぞ れ が、 各 校 ・各地 域 に お いて 、3っ の 分

科 会 で 明 らか に な っ た課 題 の解 決 に む け て研 究 を継 続 して い きた い。
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